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偽装するハロルド 
－ 氷山の中のクローゼット－

瀬名波 栄潤

はじめに

　アーネスト・ヘミングウェイ（(UQHVW�+HPLQJZD\）の『われらの時代に』
�,Q�2XU�7LPH������）に所収された「兵士の故郷」（“6ROGLHU’V�+RPH�”�
����）は，主人公ハロルド・クレブス（+DUROG�.UHEV）が自らのホモセ
クシュアリティを偽装する物語だ。本作品については，これまで多く
の批評家が嘘をテーマ軸に，作家ヘミングウェイの実体験や戦争及び
故郷の実態を比較検証し真相を究明しようとしてきた。しかしながら，
この作品の最大の嘘は，ハロルドが自らの性的指向を偽装し続けるこ
とである。つまり，本作品はゲイがクローゼットに幽閉される物語な
のである。
　ハロルドは，自身の性を隠蔽するために人生を捧げてきた。彼の学
歴，戦争，故郷といった外の世界は全て，自らがクローゼットの中に
潜むための偽装の場に変容する。そして，当時の性的少数者がそうで
あったように，ハロルドは故郷を捨て都市へと避難する。まるで，自
らの性的指向を隠し続けることがクローゼットの中でも外でも複雑す
ぎると悟ったかのように。
　本稿では，クイア論の観点から，自虐的に偽装するハロルドを解明
する。論点は，主人公の性的指向を示す明確な根拠の有無であろう。
異性愛規範を前提とした世界で，同性愛は極めて曖昧で読み過ごさ
れかねない。����年，『欲望を読む̶作者性，セクシュアリティ，そ
してヘミングウェイ』（5HDGLQJ�'HVLUH��,Q�3XUVXLW�RI�(UQHVW�+HPLQJZD\��
����）の著者デブラ・$�・モデルモグ（'HEUD�$��0RGGHOPRJ）と私信
を交わした際，彼女は同性愛を読み解き読者を説得することの難しさ
をイヴ・セジウィックに言及して説明してくれた。

(YH�6HGJZLFN�KDV�SRLQWHG�RXW� WKDW� WKHUH�DUH�PDQ\�ZD\V� LQ�ZKLFK� WKH�
KRPRHURWLF�RU�KRPRVH[XDO�FRPSRQHQW�RI�D� WH[W�FDQ�EH�GRZQSOD\HG�
RU�HYHQ�LJQRUHG�EHFDXVH�ZH�GHPDQG�VR�PXFK�HYLGHQFH�RI� WKDW� W\SH�RI�
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GHVLUH��PXFK�PRUH�WKDQ�ZH�ZRXOG�GHPDQG�LI�ZH�ZHUH�ORRNLQJ�IRU�VLJQV�
RI�KHWHURVH[XDOLW\���Q�S��

解決策は，歴史社会的コンテクストで作品を精査することだという。���

「兵士の故郷」においてもそうだ。異性愛的 “VLJQ” に傾注する読者が多
い中，��世紀初期のセクシュアリティ文化に照らし合わせて，同性愛
的 “VLJQ” を丁寧に発掘する。すると，水面下に氷山の �分の �が潜む
ように，アンダーグラウンドな世界が姿を表してくる。

1. 両立する性

ヘミングウェイの同性愛嫌悪は有名だ。その彼が，「兵士の故郷」を “WKH�
EHVW�VWRU\�,�HYHU�ZURWH” と自賛した。�その理由の一つは，同性愛者ハロ
ルドの性を氷山の理論で包み隠し，まるで異性愛者の物語のように偽
装しているからだと言える。　
　「兵士の故郷」の主筋を精査すると，クローゼットの中と外を往来
するハロルドの姿が見えてくる。まず，作品の冒頭で紹介される �枚
の写真だ。

�����.UHEV�ZHQW�WR�WKH�ZDU�IURP�D�0HWKRGLVW�FROOHJH�LQ�.DQVDV��7KHUH�LV�
D�SLFWXUH�ZKLFK�VKRZV�KLP�DPRQJ�KLV� IUDWHUQLW\�EURWKHUV��DOO�RI� WKHP�
ZHDULQJ�H[DFWO\�WKH�VDPH�KHLJKW�DQG�VW\OH�FROODU��…
� � � � �7KHUH�LV�D�SLFWXUH�ZKLFK�VKRZV�KLP�RQ�WKH�5KLQH�ZLWK�WZR�*HUPDQ�
JLUOV�DQG�DQRWKHU�FRUSRUDO��.UHEV�DQG�WKH�FRUSRUDO�ORRN�WRR�ELJ�IRU�WKHLU�
XQLIRUPV��7KH�*HUPDQ�JLUOV�DUH�QRW�EHDXWLIXO��7KH�5KLQH�GRHV�QRW�VKRZ�
LQ�WKH�SLFWXUH�������

多くの批評家は「メソジストカレッジ」に着目し，��世紀以降，宗教
系大学が多く誕生したことや，ヘミングウェイ家の宗教的背景を論じ，
ウブな主人公の学歴をノスタルジックに解釈してきた（6PLWK������）。
つまり，ハロルドは戦争に行くまでは，真面目で敬虔なキリスト教信
者だったが，戦争で変わってしまったという考えだ。ハロルドの堕落
ぶりは，�段落目で，もう �人の伍長と �人のドイツ人女性が，ライ
ン川を背景にしているにもかかわらずライン川を映さずに撮られた写
真で証明されたことになっている。
　この対照的で矛盾する不可解な �枚の写真は，生真面目なハロルド
の変容ぶりを証明するものとされてきた。が，同性愛者であることを
前提に読むことで，一貫した風景として描かれていることがわかる。
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�枚目の鍵はフラタニティ文化だ。「フラタニティ」は，男同士の絆を
強める女人禁制の同好会として ��世紀に大学で誕生し，����年代か
ら ����年代にかけて発達した。

� � � � �)UDWHUQLW\�H[SDQGHG�GUDPDWLFDOO\� IURP� WKH�����V� WR� WKH�����V��
&ROOHJH�VWXGHQWV�ZHUH�QRW�DORQH�LQ�WKLV�UXVK�WR�IUDWHUQDOLVP��DV�KXQGUHGV�
RI� WKRXVDQGV�RI�$PHULFDQ�PHQ��DQ[LRXV�DERXW� WKH�SHUFHLYHG� IHPDOH�
LQIOXHQFH� LQ�$PHULFDQ�FXOWXUH�DQG�H[SHULHQFLQJ�ZKDW�VRPH�KLVWRULDQV�
KDYH�WHUPHG�“FULVLV�RI�PDVFXOLQLW\�”� MRLQHG�DOO� W\SHV�RI�VRFLHWLHV�� …�
)RU�ZKLWH�PDOHV�� IUDWHUQLW\�PHPEHUVKLS� LQFUHDVLQJO\�EHFDPH�D�ZD\�
WR�LGHQWLI\�$PHULFDQ�PDQKRRG�ZLWK�ZKLWHQHVV�DQG�3URWHVWDQWLVP�� …�
)UDWHUQLW\�PHQ� LGHQWLILHG� WKHPVHOYHV� DV� “*UHHNV�”� DVVRFLDWLQJ� WKHLU�
PDQOLQHVV�ZLWK�D�FXOWXUDO�DQG�FLYLOL]HG�KLVWRULFDO�SDVW�DQG�EHUDWLQJ�WKHLU�
QRQIUDWHUQLW\�FODVVPDWHV�DV�OHVV�PDQO\�“EDUEDULDQV�”��&DUUROO�����������

フラタニティのミッションは，アメリカの男らしさを創造すること。
そして，白人でありプロテスタントであることを前提とし，同時にそ
のルーツを古代ギリシアに遡ることで，自らの出自を公に正当化した。
����年代には，男子学生の ������がフラタニティに加入し，卒業後
の就職やネットワーク形成に多大な影響を与えていたという（6\UHWW�
���）。ハロルドにとって，フラタニティに入ることは自らを異性愛世
界で主流化させる行為だった。
　しかし，このフラタニティは同性愛指向を持つ者の秘密結社でもあ
った。フラタニティと同性愛の共存関係は，��世初頭にはすでに指
摘されていたからだ（6\UHWW����）。中でも，カンザス大学では，二つ
のフラタニティが同性愛者の天国になっているという噂が流れていた
（6\UHWW�������）。ハロルドが学んだ「カンザスの大学」がどこなのか
は不明だが，ヘミングウェイは『カンザス・シティー・スター』紙で
の記者体験を通して，同性愛文化が中西部に育ちつつあったことを知
っていたのだろう。故に，オクラホマのクレブス家には同紙を購読さ
せ，ハロルドをカンザスの大学に進学させた。偶然の一致とは言い難
い。いずれにせよ，ハロルドのフラタニティ加入には両義性が出てく
る。一つは，異性愛者として偽装し，公的には正統なキャリア構築に
加わっていたこと，もう一つは同性愛者コミュニティで秘密の連帯を
築いていたことだ。クローゼットの中と外で，ハロルドは両立してい
たのである。
　�枚目の戦時のドイツで撮影した写真も，ハロルドの性的指向を両
立して映し出している。それは �組の男女が一緒に写っていることか
ら，異性愛世界のように見える。しかし，４人が本当に �組の異性愛
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カップルだったかは不明だ。女性が「美しくない」ことがわざわざ示
され，観光名所のライン川が写っていないのは不自然だ。これには，
ドイツ人女性たちが売春婦だったという多くの批評家の説に加え，「も
う �人の伍長」はハロルドのパートナーだったという推論が浮かび上
がる。ハロルドは，異性愛者を演じつつ，「もう �人の伍長」との大切
な思い出を記念写真に残したのだろう。�人とも同じ体型をしていた
ことからも，軍人としてまた恋人として衣食住を共にしていたと考え
られる。ハロルドは，戦争中も自らの性的指向を上手に演じ分けてい
たのだ。事実，その後，ハロルドは “2Q�WKH�ZKROH�KH�KDG�OLNHG�*HUPDQ\�
EHWWHU��+H�GLG�QRW�ZDQW�WR�OHDYH�*HUPDQ\�”�����と胸の内を語り，同性愛に
寛容なワイマール文化が花開くドイツが特別な場所だったことを告白
している（*RUGRQ�������0RVVH������）。
　帰郷したハロルドには危機が迫る。まずは，街の人々に戦争につい
て嘘をつかないといけないことだ。遅れて帰郷したこと，すでに多く
の嘘が他の兵士によって語られていたことで，ハロルドは真実を誇張
した嘘で自らを塗り固めなければならなくなる。
　一般的に，カミングアウトしない多くの性的少数者は，異性愛世界
で自らを欺くため，望まぬ嘘にまみれた人生を送り苦悩すると言われ
ている。ハロルドも，兵士としてさらなる嘘を強要され自己嫌悪に陥
る。ただ，ダンスパーティーの更衣室では，同性愛者ハロルドの本来
の姿が見えてくる。ハロルドが時折会っていた男の存在だ。

.UHEV�DFTXLUHG�WKH�QDXVHD� LQ�UHJDUG�WR�H[SHULHQFH�WKDW� LV� WKH�UHVXOW�RI�
XQWUXWK�RU�H[DJJHUDWLRQ��DQG�ZKHQ�KH�RFFDVLRQDOO\�PHW�DQRWKHU�PDQ�ZKR�
KDG�UHDOO\�EHHQ�D�VROGLHU�DQG�WKH\�WDONHG�D�IHZ�PLQXWHV�LQ�WKH�GUHVVLQJ�
URRP�DW�D�GDQFH�KH�IHOO�LQWR�WKH�HDV\�SRVH�RI�WKH�ROG�VROGLHU�DPRQJ�RWKHU�
VROGLHUV��…������

ハロルドの “HDV\�SRVH” にヘミングウェイ自身の足の戦傷を連想する伝
記批評家がいる。しかし，クイア論的観点からテキストに着目すると，
ハロルドが更衣室という限定的な空間の中で，�枚目の写真の中の「も
う �人の伍長」同様，「本物の兵士だったもう �人の男」と逢瀬を繰
り返し，連帯感を得ていたという点でも重要だ。ハロルドの安楽の地
は，更衣室という男だけの世界において生まれ出てくるのだ。
　ハロルドは，街で唯一変わったのは成長した女の子たちだけだっ
たと好意的に受け止める。そのため，意識過剰なほどに “OLNHG” を多
用し，異性愛者のような眼差しを彼女らに向ける。が，�“7KH\�ZHUH�WRR�
FRPSOLFDWHG�”（���）と女性との接触を避ける。そして，彼女たちが
*UHHN�,FH�&UHDP�3DUORUにいるのを目撃した瞬間に寛容さは消える。大



97瀬名波：偽装するハロルド ー 氷山の中のクローゼット ー

学時代にフラタニティー，つまり *UHHNに所属していたハロルドにと
って，*UHHNは聖域であり，それがたとえアイスクリームパーラーで
あっても，*UHHNと名が付く場に女が侵入することは許せない。ハロ
ルドにとって，*UHHNは大切な男の園なのだ。今度は “GLGQ’W�ZDQW” を繰
り返し，求愛は偽りごとであり，価値のないことだと本音を吐く。

+H�GLG�QRW�ZDQW�WR�KDYH�WR�GR�DQ\�FRXUWLQJ��+H�GLG�QRW�ZDQW�WR�WHOO�DQ\�
PRUH�OLHV��,W�ZDVQ’W�ZRUWK�LW�
�����+H�GLG�QRW�ZDQW�DQ\�FRQVHTXHQFHV��+H�GLG�QRW�ZDQW�DQ\�FRQVHTXHQFHV�
HYHU�DJDLQ��+H�ZDQWHG�WR�OLYH�DORQJ�ZLWKRXW�FRQVHTXHQFHV��%HVLGHV�KH�
GLG�QRW�UHDOO\�QHHG�D�JLUO��7KH�DUP\�KDG�WDXJKW�KLP�WKDW��,W�ZDV�DOO�ULJKW�
WR�SRVH�DV�WKRXJK�\RX�KDG�WR�KDYH�D�JLUO��1HDUO\�HYHU\ERG\�GLG�WKDW��%XW�
LW�ZDVQ’W�WUXH��<RX�GLG�QRW�QHHG�D�JLUO��…������

ハロルドの意識の根底には，同性愛者としての女性回避がある。それ
は，再度 “OLNHG” を繰り返すことで異性愛者への復帰を試みるも，すぐ
に女性は必要ないと絶縁宣言することで明らかだ。しかも，その直後
に，同性愛者が異性愛者のように振る舞うことの矛盾と滑稽さに気づ
き “7KDW�ZDV�WKH�IXQQ\�WKLQJ”（���）と自嘲する。だが，その次の段落で
は�“OLH” をいきなり多用し，自戒するように，女性の必要性について自
己問答を繰り返す。結局，“7KDW�ZDV�DOO�OLH��…�,W�ZDV�DOO�D�OLH�ERWK�ZD\V”
（���）と世の中も自身も虚像であることを悟る。しかしながらハロル
ドは，“<RX�GLGQ’W�QHHG�D�JLUO�XQOHVV�\RX�WKRXJKW�DERXW�WKHP�”（���），つま
り「よくよく考えると女は必要だった」と悟り直し，異性愛規範の歴
史に屈するように “7KHQ�VRRQHU�RU�ODWHU�\RX�DOZD\V�JRW�RQH”（���）と異
性愛者としての自らの人生を自虐的に受け入れることにする。ハロル
ドのアンビヴァレントな意識の流れは，軍隊でも故郷でも結局は異性
愛者として偽装する生活を送る覚悟に至るのだ。
　ハロルドにとって，最大の難所は母親だ。母親は，ハロルドの同性
愛指向に気づいているかどうかは不明だが，彼の現状に明らかに不安
を感じており，異性愛規範の中で幸福を追求するよう説得する。父親
はテキストには登場しない。そこには，同性愛者の家庭にある「理解
できずに動揺する母親と，理解しようとしないで接触を断つ父親」の
典型的構図が見えてくる。
　それを端的に示す一つが，アメリカの自動車文化だ。����年代，若
者の間では自動車はデートの必須品だった。自動車はプライベートな
空間を作り出し，デートのための移動手段としてだけではなく，カー
セックスの場へと転用された（'’(PLOLR�DQG�)UHHGPDQ����）。したがって，
地方では，車なしで交際相手を獲得するのは至難の技だった（'’(PLOLR�



98 ヘミングウェイ研究

DQG�)UHHGPDQ����）。もっとも，幸運なことに，出兵前のハロルドは自
動車の運転を父親に許されず，この異性愛を後押しする自動車文化か
らは遠ざけられていた。が，しかし，帰郷後のある朝，「理解できず
に動揺する母親」は，父親の言葉を借りて息子を救おうとする。夜な
ら使ってもいいという許可を得たというのだ。地域の評判を気にする
不動産業を営み保守的価値観の持ち主である父親は，今やそれを容認
すると母親に伝えたとしている。もちろん，それが事実かどうかは不
明であり，ハロルドは “,’OO�EHW�\RX�PDGH�KLP”（���）と母親を疑う。
　ヘミングウェイは，自身のセクシュアリティ故に心を固く閉し身
構えるハロルドを，“.UHEV�ORRNHG�DW�WKH�EDFRQ�IDW�KDUGHQLQJ�RQ�KLV�SODWH”�
�����とハードボイルドに描写する。母親は，異性愛規範の道標である
「誕生・結婚・出産・長命」を息子に期待し，女性の恋人を得て，結婚し，
仕事を見つけ，一角の人間になることを希望する。

� � � � �“<RXU�IDWKHU� LV�ZRUULHG�� WRR�”�KLV�PRWKHU�ZHQW�RQ��“+H�WKLQNV�\RX�
KDYH� ORVW�\RXU�DPELWLRQ�� WKDW�\RX�KDYHQ’W�JRW�D�GHILQLWH�DLP� LQ� OLIH��
&KDUOH\�6LPPRQV��ZKR�LV�MXVW�\RXU�DJH��KDV�D�JRRG�MRE�DQG�LV�JRLQJ�WR�
EH�PDUULHG��7KH�ER\V�DUH�DOO�VHWWOLQJ�GRZQ��WKH\’UH�DOO�GHWHUPLQHG�WR�JHW�
VRPHZKHUH��\RX�FDQ�VHH� WKDW�ER\V� OLNH�&KDUOH\�6LPPRQV�DUH�RQ� WKHLU�
ZD\�WR�EHLQJ�UHDOO\�D�FUHGLW�WR�WKH�FRPPXQLW\�”�
�����.UHEV�VDLG�QRWKLQJ�������

彼女は諦めず，今度は “'RQ’W�\RX�ORYH�\RXU�PRWKHU�GHDU�ER\"”������と母
性に訴える。対して，ハロルドは母親が望む異性愛主義を受け入れ
ることはできず，“,�GRQ’W� ORYH�DQ\ERG\”������と拒絶する。もちろん，
この本音が母には届かないことを知っているハロルドは，“,�ZDV�MXVW�
DQJU\�DW�VRPHWKLQJ”������とその場を取り繕うとするが，母親は大きく
泣き崩れる。結局ハロルドは，“,’OO� WU\�DQG�EH�D�JRRG�ER\�IRU�\RX�”������
と母親に妥協するふりをする。
　最後の手段として，母親は宗教に救いを求める。ハロルドはまたし
ても拒絶する。キリスト教は異性愛規範の基盤となる宗教だからだ。
メソジスト派の大学で学んだとは言え，ハロルドは自ら祈ることを拒
否し，母親に祈らせる。母親に感謝のキスをするが，これは明らかに
偽装行為だ。そして耐えかねたハロルドはついに家を出る決心をする。
　物語は，ハロルドがカンザス・シティに向かうところで終わる。��
世紀初期には，ゲイやレズビアンが自由を求めてアメリカの大都市に
集まり始めていた（'’(PLOLR�DQG�)UHHGPDQ����，������）。ヘミングウ
ェイの故郷オークパークのすぐ近くにあるシカゴやミズーリ州のセン
トルイスは，同性愛者が集う街としてすでに有名だった。そして，��
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年代に入ると，カンザス・シティにもゲイバーが開店し，同性愛者の
聖地として認知されるようになる（'’(PLOLR�DQG�)UHHGPDQ����）。作品
の背景や執筆の時期である ����年前後には中西部を代表する大都市
であったカンザス・シティが，ゲイが集まる都市として発展途上にあ
ったことは容易に想像できる。故郷オクラホマは，ハロルドにとって
自らの性的指向をクローゼットの中に閉じ込める場であった。対して，
カンザス・シティは，彼が自分らしく振る舞うための最も近い憧れの
目的地だった。

2. 孤立する性

　「兵士の故郷」には，主筋の他に，異性愛規範や伝記的批評では説
明不可能で不必要に思われる挿話が組み込まれている。これらは，ハ
ロルドの同性愛指向を端的に示すものであり，ハロルドを知る上で不
可欠な逸話である。結果，ヘミングウェイが創り出した氷山と言うク
ローゼットの中に �孤立するハロルドの実像が透けて見えてくる。
　一つ目は「クラリネット」である。ヘミングウェイは唐突に “,Q�WKH�
HYHQLQJ�KH�SUDFWLFHG�RQ�KLV�FODULQHW”������という文章を挿入する。これを
ヘミングウェイの家風でもある音楽との関わりに着目すると，母親が
音楽家を志していたこと，姉の0DUFHOOLQHは父の母校であるオーバリ
ン大学音楽学部に進学したこと，妹 6XQQ\はメンフィス交響楽団でハ
ープを奏でていたことを伝記的根拠とすることができるし，ヘミング
ウェイ自身も高校ではグリークラブに所属し合唱を，また同時にオー
ケストラ部ではチェロを演奏していたことを理由としてあげることが
できる �7\OHU��������。ハロルドが楽器を嗜むことは，ヘミングウェイ
にとって自然な選択だったのかもしれない。では，なぜ，歌やチェロ
の練習ではなく，クラリネットなのだろうか。
　クラリネットの形状が男性器を連想させることから，ハロルドは夕
方にオーラルセックスを夢想しているというフロイト的な解釈も，短
絡的ながら可能だろう。それ以上に興味深く説得力があるのは，同
性愛者擁護雑誌『アドボケート』�7KH�$GYRFDWH�に掲載された記事だ
（0XEDUDN�Q�S�）。それによると，広告会社に勤めるマーク・ストゥーナ
ー氏が「非科学的ではあるけれども自分なりに ��年間しらみつぶし
に調査」した結果，クラリネットとゲイの相関関係を発見したという
のである。彼によると，「幼児期にクラリネットを演奏していた男の
子の４人に３人はゲイになった」という結果が出たとか。通常，「男
子はトランペットを吹きたがるのだが，繊細な男の子はクラリネット
を選ぶ傾向にあり，それが私たちゲイである」と結論づけている。ハ
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ロルドもその �人だろうか。クラリネットは，同性愛者にとって無意
識のカミングアウト楽器だったのだろうか。ヘミングウェイは何を理
由にクラリネットをハロルドに吹かせたのだろうか。少なくとも，ヘ
ミングウェイの家風よりもハロルドの性的指向の方に説得力がある。
クラリネットは，彼の同性愛を明かす道具だ。
　もう一つの挿話は，ハロルドと妹ヘレンの会話だ。以下を読むと，
実の兄妹でありながら，�人は恋人同士のように読める。

� � � � �“&RXOGQ’W�\RXU�EURWKHU�UHDOO\�EH�\RXU�EHDX� MXVW�EHFDXVH�KH’V�\RXU�
EURWKHU"”�
�����“,�GRQ’W�NQRZ�”�
�����“6XUH�\RX�NQRZ��&RXOGQ’W�\RX�EH�P\�EHDX��+DUH��LI�,�ZDV�ROG�HQRXJK�
DQG�LI�\RX�ZDQWHG�WR"”
�����“6XUH��<RX’UH�P\�JLUO�QRZ�”�
�����“$P�,�UHDOO\�\RXU�JLUO"”�
�����“6XUH�”������

�人の妹にとって，ハロルドは英雄だと書かれている。特に，ヘレン
にとってハロルドは自身の将来を左右するほどの特別な存在であり，
�人の関係は謎に満ちている。これをウブな妹の純粋な愛情表現と捉
えるのは無理がある。なぜなら，この会話が醸し出すのは近親相姦だ
けではないからだ。
　その謎を解く一つ目の鍵は，ヘレンの性自認と性的指向だ。インド
アベースボールでピッチャーを任され，チームの女の子は下手だと見
下し，自分はたいていの男の子よりも上手だと自慢するヘレン。クロ
ーゼットを連想させるインドアのベースボールで満足できないでいる
ヘレンの身体能力は男以上であり，内面も典型的な異性愛指向の女性
のようではない。つまり，ヘレンは生物的には女性だが性自認が男性
であるトランスジェンダー，つまり )HPDOH�WR�0DOH（)W0）である可能
性がある。しかも，そのヘレンが兄の恋人になりたいと主張するとい
うことは，ヘレンの性的指向はゲイだということになる。つまり，ヘ
レンは（近親相姦だけでなく）既存の性規範を性自認や性的指向にお
いても超越していると言える。クローゼットの中に平穏を求めるハロ
ルドとは対照的に，ヘレンは興奮気味に兄を説得する。“P\�JLUO” とな
だめすかすように妹の願望を受け入れるハロルドの様子からして，�
人はクローゼットに潜む者同士として，互いの性について暗黙の了解
と絆を築いているようだ。
　兄妹の謎の関係を解くより確かな二つ目の鍵は材源だ。この挿話
は，単にヘミングウェイが思いついたのではなく，彼の恩師であり当
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時はレズビアンとして知られていたガートルード・スタイン（*HUWUXGH�
6WHLQ）の「ミス・ファーとミス・スキーン」（“0LVV�)XUU�DQG�0LVV�
6NHHQH”）に依拠していると思われる。����年，『ヴァニティ・フェア』
（9DQLW\�)DLU）誌の �月号に掲載されたこの短編は，既婚者ミス・ヘレ
ン・ファーと愛人ミス・スキーンの自由奔放な生活を描いたレズビア
ン物語だ（%HKOLQJ�������）。この短編では，スタインの「スタイニーズ」
と呼ばれる繰り返しの表現技法が駆使されている（/HLFN������）。当時
はアンダーグラウンド用語だった「JD\」という言葉が多用され，�人
が「美しい声」の訓練を過度に行なっていたことが執拗に語られる。��

　ただ，本稿でより重要なのは，この「ミス・ファーとミス・スキー
ン」のパロディ版広告短編が，「兵士の故郷」執筆の半年前の ����年
��月号に，同じ『ヴァニティ・フェア』誌に掲載されていたことだ。
パロディ版広告短編は�“:KHQ�+HOHQ�)XUU�*RW�*D\�ZLWK�+DUROG�0RRVH” と
題され，ゲイなヘレン・ファーは陰鬱なハロルド�・ムースと結婚，し
かし彼女があまりにもゲイなので，ハロルドはある日，杖で彼女の頭
を殴りつけ，「俺はお前よりもゲイで，世界で一番ゲイな『ヴァニテ
ィ・フェア』誌を定期購読するぞ！」と宣言するという暴力的な結末
だ。この .�'�という匿名の人物によって書かれた広告短編は「レズビ
アンの妻を夫が罰することで異性愛読者を獲得する」ことが目的だっ
たという（'X3OHVVLV���）。スタインの「ミス・ファーとミス・スキーン」
を反転させたテーマだ。が，しかし，.�'�の作品は，自分が同性愛者
であることを公言しているオープンリー・レズビアンのヘレンに対し，
自らの同性愛指向を抑えてクローゼットに身を潜めていたハロルドが
ついに自らの性的指向を公言する物語でもある。ハロルドはゲイであ
ることを自認するからだ。これは，結局ムース家の夫ハロルドと妻ヘ
レンの双方が同性愛者であることを認める，つまり再反転するオープ
ンな同性愛者の物語なのである。この構図が，「兵士の故郷」に登場
するクレブス家の兄ハロルドと妹ヘレンの偽装結婚願望へと投射され
ている。
　ヘレンとハロルドの「インドア」な関係は意味深長だ。��世紀初期
の同性愛文化の公然性と秘匿性のジレンマを �人の物語は映し出して
いるからだ。“+H�KDG�WULHG�VR�WR�NHHS�KLV�OLIH�IURP�EHLQJ�FRPSOLFDWHG�”������
とあるように，ハロルドは，複雑な故郷でクローゼットに自らを包み
隠すことに成功していたが，結局は故郷に留まり続けることを諦め，
自ら退く決意をする。そして，同胞とも呼べる妹ヘレンに敬意を払う
ためにインドアベースボールを観戦に行った後，複雑ではないスムー
ズな生活を求め，都市での自由を獲得するためにカンザス・シティー
に �人旅立つことにするのだ。
　ヘミングウェイは，「ミス・ファーとミス・スキーン」をパロディー
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化した “:KHQ�+HOHQ�)XUU�*RW�*D\�:LWK�+DUROG�0RRVH” に発想を得て，「兵
士の故郷」を書いたのだろう。パロディ版と同じ名前のハロルドとヘ
レンを用いることがその証だ。ヘミングウェイは，同性愛者間で異性
婚を偽装する「友情結婚」を近親相姦に転写することで，ハロルドや
ヘレンだけでなく，同性愛者スタインをも揶揄したのかもしれない。

むすび

　「兵士の故郷」は，同性愛を描いた作品だ。クイア論の観点から登
場人物たちの言動を精査すると，主筋と挿話が相乗的に絡み合い同性
愛を一貫して描いていることがわかる。ハロルドは，クローゼットの
中と外を行き来し，自虐的に偽装する同性愛者なのである。
　ホモフォビアの作家ヘミングウェイは，ハロルドがゲイであること
を生涯認めなかった。自らが創造した世界で，異性愛世界と同性愛世
界でさまよい両立と孤立を繰り返すハロルドの姿を描き，消えていく
運命を与えたのだ。つまり�「氷山の理論」を駆使し，一貫してハロル
ドのカミングアウトを許さなかった。だからこそ，“WKH�EHVW�VWRU\” と自
画自賛したのだろう。
　ヘミングウェイは，「兵士の故郷」で同性愛を題材にして，主人公
ハロルドを冷たい氷山の中に閉じ込める。対して，本稿はその氷山を
砕き，ハロルドの実像を可視化するアウティング批評と言える。『わ
れらの時代に』には，クイアな解釈を待ち望む作品が他にも潜んでい
る。氷山に埋もれたクローゼットから登場人物を救出する研究は今後
も必要だろう。
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WH[W�LQ�ZKLFK�WKH�VWRU\�LV�VHW��7KLV�LV�ZKDW�,�WU\�WR�GR�LQ�P\�ERRN��ZKHUH�,�QRWH�WKDW�
+HPLQJZD\�OLYHG�GXULQJ�D�WLPH�ZKHQ�ZRUGV�OLNH� ‘KRPRVH[XDO’�DQG� ‘KHWHURVH[XDO’�
ZHUH�FRPLQJ�LQWR�H[LVWHQFH�WKURXJK�WKH�ZRUN�RI�WKH�VH[RORJLVWV�ZKR�FRQVWUXFWHG�D�
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‘KRPRVH[XDO’�LGHQWLW\�WKDW�FDUULHG�ZLWK�LW�VXJJHVWLRQV�RI�DEQRUPDOLW\�RU�SDWKRORJ\��DW�
ZRUVW��DQG�DEHUUDWLRQ�RU�DQRPDO\��DW�EHVW���:LWK�WKH�LQWURGXFWLRQ�RI�VXFK�DQ�LGHQWLW\��
UHODWLRQV�WKDW�KDG�RQFH�EHHQ�YLHZHG�DV�KRPRVRFLDO�QRZ�EHJDQ�WR�EH�YLHZHG�ZLWK�
VXVSLFLRQ��DQG�PHQ�KDG�WR�DGMXVW�WKHLU�EHKDYLRU�ZKHQ�LQ�WKH�FRPSDQ\�RI�RWKHU�PHQ�
LQ�RUGHU�QRW� WR�EH� ‘UHDG’�DV�KRPRVH[XDO��6R�LQWHUHVWLQJ�UHDGLQJV�FDQ�EH�GRQH�WKDW�
WHDVH�RXW� WKH�QHZ�PHDQLQJV�RI� WKH�OLQH�EHWZHHQ�KRPRVH[XDO�DQG�KRPRVRFLDO� WKDW�
DURVH�LQ�WKH�HDUO\�WZHQWLHWK�FHQWXU\�”��0RGGHOPRJ��
��ヘミングウェイの「兵士の故郷」批評史についてはレーナ・サンダーソン
（5HQD�6DQGHUVRQ）���，カーロス・ベイカー（&DUORV�%DNHU）���，ジェームス・
5・メロウ（-DPHV�5��0HOORZ）���，同性愛嫌悪についてはウーナ・:・フェ
イ（8QD�:��)DK\）�����，���参照。
��この材源だけだと，「兵士の故郷」よりも「エリオット夫妻」（“0U��DQG�
0UV��(OOLRW�”�����）が思い浮かぶ。ミス・ファーはミスター・ファーと結婚
しており，エリオット夫妻の新婚生活に入り込むコーネリア・エリオット
の同性パートナーの物語と酷似しているだけでなく，�人は “PDQ\�D�JRRG�
FU\” を発するからだ。ヘミングウェイは，スタインのこの作品に着想を得て
「エリオット夫妻」というレズビアン物語を書いたと思える。
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